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 （開示事項の経過報告） 

「能登工場 既存工場棟の増築・リノベーション」及び修繕の完了 

 並びに 「同工場 増築工場棟の稼働開始」に関するお知らせ（最終） 

 

2024 年４月 11 日にお知らせいたしました「（開示事項の経過報告）能登工場既存工場棟

の増築・リノベーションに関するお知らせ」に関して、既存工場棟の増築・リノベーション

及び既存工場棟・増築工場棟の令和６年能登半島地震による被災に係る建物・付帯設備の修

繕が完了いたしました。また、増築工場棟への新規設備導入も完了し、稼働を開始いたしま

したので、下記のとおりお知らせいたします。 

  

記 

１. 概要 

能登工場の既存工場棟の増築・リノベーションは、2023年12月15日に業者からの引き渡し完

了後、本年１月１日に発生した令和６年能登半島地震での被災による、既存工場棟・増築工場

棟の修繕が完了し、増築工場棟が本年10月24日から正式稼働を開始いたしました。これによ

り、新たに高品質・高付加価値の光学素子・薄膜製品や光学モジュール・光学システム製品の

生産が可能となりました。また、BCPと環境に配慮した生産活動を推進するため、既存工場棟

の屋上に太陽光発電設備を新規導入いたしました。 

能登工場の「オプト・メカ・ファクトリー化」を更に推し進め、市場とお客さまの需要に迅

速に対応できる体制を構築することで、中長期における持続可能な成長に向けた価値創造と

ESG経営の実践を目指してまいります。 

 

２. 能登工場 既存工場棟の増築・リノベーションの内容 

① 名 称 能登工場 既存棟の増築・リノベーション工事 

② 所 在 地 石川県羽咋郡志賀町若葉台61-2（能登中核工業団地内） 

③ 構造・規模 鉄骨造 地上2階（増築部分のみ） 

④ 延 床 面 積 1,463.33㎡（増築部分のみ） 

⑤ 総 投 資 額 約4.7億円（建物のみ） 

⑥ 工 事 期 間  着工：2023年４月  竣工：2023年12月 

⑦ 稼 働 開 始 2024年10月（増築工場棟） 

⑧ 用 途 従来からの光学基本機器製品の生産に加え、高品質・高付加価値の 

光学素子・薄膜製品や光学モジュール・光学システム製品の一元生産 

によるオプト・メカ・ファクトリー化と光学基本機器製品の生産体制 

の増強 



３. 今後の業績に与える影響 

既存棟の増築・リノベーション及び修繕の完了が、当社の連結及び単体業績に与える影響に

ついては、軽微であると考えております。本年１月１日に発生した能登半島地震による影響に

ついては、既に 2024 年５月期に能登半島地震に起因する災害に関連する損失として、2024 年

５月期決算に計上しております。今後の状況の変化によって適時開示が必要になった場合には

速やかにお知らせいたします。 

 

＜能登工場 増築工場棟 外観・棟内＞     ＜既存工場棟 外観・棟内＞ 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

増築工場棟 既存工場棟（太陽光パネル設置） 

高精度光学研磨設備（新規導入） 館内リノベーション・高精度機械加工設備（修繕） 

光学薄膜製造設備（新規導入） 館内リノベーション 


